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EGS (Emergency-Ground-Switch) is the system ror grounding. When EGS is used under the high-tension current., contact 

and blade are melted. As a result substation can't supply power and trains arc kept stopping for a long time. We developed the 

EGS that has blade bending system. This system twists the united contact parts. And, the EGS can open. when it is used under 

the high-tension current. 

Ke;l¥vords:: ground switch, train protection, blade bending system, 

1. はじめに

保護接地スイッチ装置（以下 EGS) は、架線と地而を

短絡させる装館で、運転台のスイッチで操作することが

できる。異常時に扱うことで架線を強制的に接地し、変

噛所の遮断器を開放させて送電を停止することで、車両

を保護することができる。 一方で、 EGSは列車防護（危

険な区間に列車を進入させない措置）装置の役割も有し

ている。架線や線路に異常を発見した運転士が、この装

置を扱うことで周辺区間を（卒電させる ことができる。新

幹線電車は停’逍によりプレーキが動作し、停止するため、

他の列車の進入を防ぐことができる。 しかし、接地の際

には EGSに短時間に大きな電流が流れるため、銅製の接

触部は溶約してしまい、運転台からのスイッチ操作では、

開放（復位）することができなくなることがある。これ

により送電を再開することができず、列車は長時間停車

したままの状態になる。そこで今回は、想定上の最大電

流での使用においても開放できる、新幹線用の EGSを開

発した。

2. EGSの構造

図 lに現在新幹線に使用されている EGSを示す。EGS

は車両屋根上の、バンタグラフ付近に設似されている

設計に当たっては、絶縁離隔距離を確保すること、ま

た走行中の騒音に影牌を与えないことなどの観点から、

できるだけ小型の装置にすることが求められる。

Fig.1 EGS 

図 2は、 EGSの構造を試験装岡によって示したもので

ある。架線側に接続された固定接触子、地面（車（本）側

に接続されたプレード、およびプレードを動作させる機

器箱から構成されており、プレードは操作シリンダ（エ

アシリンダ）により 動作する。

Fig.2 Structure of EGS 

3. EGSの開発

3. 1 溶着を防止する開発

大電流下での使用時でも EGSを1n1放可能にするため、

ブレードと固定接触子の溶箔を抑制することを目指して、

開発を実施した。

溶祐を防止する梢造として、プレードが固定接触子と

接触する前に先行してアークを発生させ、接触時の電流

を抑制させる構造を検討し、固定接触子の上部にアーク

接触子を設置した。1図3はアーク接触子設四のイメ ージ

と、試験装骰に設閻したアーク接触子の写哀である。

一方、従米型の固定接触子は、プレードと点で接触す

る構造となっている。そのため電流が狭い範囲に媒中す

ると考えられる。そこで、それぞれが而で接触する構造

の固定接触子を1開発した。接触面禎を人きくすることに

より 、＇俎流を比中させず溶着を抑ilil)させることを狙った。

（表 I)

これら(/)浴杓iりj出策を採）1!した EGSを、衷際に屯流を
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流して試験した結果、従米品に比べて高い屯流値におげ

る使用時でも開放できることが確認できたが、 Ht訂Iしで

使川した勘合にば1}}1放できず、 H標を達成することはで

きなかった。

arc contact 

contact 

r戸 arcis へ，
generated first 
＾ ノ

測定の結果、実際に溶行した EGSの1}f1放には、従米の

EGS O)l)¥IJi女力の 4倍以上の））が必‘災であることがわかっ

た。このため、溶杓した EGSを［）り放させるためには、開

放）Jの向I::が必要であることがわかった。

開放力1;,ILに向けて、プレードの動作））を向上させる

にめ、現行の操作ヽンリンダをから搭載可能な最大径に変

更した。これにより 1}t1放力を約 1.7倍増大させたが、必

要なllfl放）］にぱ逹しなかった。
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Fig.3 Arc contact 

Table I Change in contact part 

exist~model 

三千疇↓ こ戸二

MeIted area is narrow | MeIted arca is wide 

(the current concentrates) I (the current is distributed) 

3.2 開放力を向上させる開発

大屯流下での使用時でも EGSを1)t1放可能にするため、

溶沿抑制に加え、開放））を向上させる開発を実施した。

そこで、 l}り放に必要な力を把掘するため、溶杓したプ

レー ドと固定接触＋の引張試験を実施 した。

試験は溶着したプレードを、ロードセルを介して1}月放

方向に引いて測定した。（区I4) 

Fig.4 Measuring method o「powcrfor ()1)Cll 

3.4 開放を補助する機構の開発

|}t1放能力向上のための機構の検討を進めるため、 i容Xf
面を調査した。その結果、浴損した部分が多い場合でも、

プレードと固定接触子は、最終的に一部分でのみ溶沿し

ている 、ーとがわかった。（図 5)

このため、開放の際に最も力を必要とするプレー ドの

初勅時に、開放能力を向上させる方法として、開放を補

助する機構を検討した。
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Fig.S Melted state of contact (left) and blade(right) 

図 6に開発 した EGSのイ メージ図を示す。プレー ド中

間部に折IIIIげ機構を設けることで、動作の際に固定接触

r-との接触部に捻りを与えることで、初動を補助 し。開

放能力を向上させる構造となっている。

この機構を採用する ことにより 、想定される最・大俎流

で使用した椒合でも、プレードを開放するこ とが可能に

なった。
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f'ig.6 EGS of blade bending system 

4.まとめ

本開発では、想定される最大鼈流で使用した場合でも、

聞放できる EGSの開発を目指した。 溶苅を防止するため

のアーク接触子の設説、の固定接触子の形状変更を開発

したが、目標を達成できなかった。

しかし、開放力を向上させる ための操作シリ ンダ径変

史、開放を補助する機構である、プレード折IIIIげ機構の

採ll！により 、llfl放能））をI1i]l-．することができ 、II t：！ とす

る ·,E流（11'(．での使川時：こも開放でさることを確認しf•
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